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一
、
本
文
中
に
登
場
す
る
和
歌
や
詩
は
、
お
も
に
以
下
か
ら
の
引
用
に
よ
る
。
た
だ
し
、
私
に
一
部
表
記
を
改
め
た
所
も
あ
る
。
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新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）
よ
り
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式
部
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発
心
和
歌
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大
斎
院
前
の
御
集
」「
伊
勢
大
輔
集
」「
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任
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頼
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和
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菅
家
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」「
菅
家
後
集
」「
本
朝
麗
藻
」。

『
中
国
名
詩
選
』（
松
坂
茂
夫
編
、
岩
波
文
庫
）
そ
の
他
の
『
白
氏
文
集
』『
荘
子
』
な
ど
は
通
行
本
文
を
参
照
し
た
。

　
　

な
お
、
本
文
中
に
登
場
す
る
歌
で
、（
著
者
作
）
と
表
記
の
あ
る
も
の
は
、
本
書
の
著
者
が
、
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
想
像
し

て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

一
、
本
書
は
研
究
の
領
域
に
お
い
て
、
史
実
を
踏
ま
え
創
作
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
登
場
す
る
人
物
で
、
名
前
が
不
明
で
あ
る
場
合
は
、
仮
説
と
し
て
そ
の
人
物
名
を
提
示
し
た
。

一
、
身
分
の
高
い
出
自
で
あ
る
場
合
、
又
は
物
語
の
女
主
人
公
に
な
り
う
る
立
場
・
場
面
で
は
、
女む
す
め
あ
る
い
は
女お
ん
な
と
し
、
普
通

の
親
子
関
係
を
示
す
“
娘
”
と
区
別
し
た
。

一
、
本
書
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
自
著
か
ら
、
各
冊
二
割
程
度
を
抜
粋
し
、
本
書
を
ま
と
め
た
（
本
書
掲
載
順
）。

『
源
氏
物
語
「
み
や
び
の
世
界
」
序
章
』（
書
肆
フ
ロ
ー
ラ
、
二
〇
〇
七
年
）、『
源
氏
物
語
花
蔭　

勧
修
寺
家
の
人
々
』

（
書
肆
フ
ロ
ー
ラ
、
二
〇
一
〇
年
）、『
源
氏
物
語
花
摘
』（
近
代
文
芸
社
、
一
九
九
六
年
）、『
源
氏
物
語
新
花
摘
』（
近
代

文
芸
社
、
一
九
九
八
年
）、『
源
氏
物
語
花
摘　

完
』（
近
代
文
芸
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、『
源
氏
幻
想　

王
朝
の
影
絵
』（
書

肆
フ
ロ
ー
ラ
、
二
〇
〇
三
年
）。


